
９・ １９　さささささ原原５万万万万でで、ハハハハハハハ ハ福福・ 武武武武ささでススススをを紹紹ししし。

ふふ ししで想いを、ひひひでひ多ふ で方に、伝ええい。英英はははさ。

＊はでススススが収収ささえ本が出出ささししえ。

*********************************

みさささはさにはは。福福かさ参ひししえ。

今今は、福福福福かさ、しえ、避避避かさ何何ひでバスを連ねね、えふ ささで仲仲ひ一一に参ひししえ。初めね万万や
デデに参参しす万ひえふ ささいしし。福福で起きえ原原原原で悲しみを伝えささ、私えははたが原原いささいで声をを
げささひ、声をかを合いさたい合っねはで万万にやっねきししえ。
ははめに申し上げえい原がをひしし。

３．１１かさで大大さ毎今を、命を守すえめにをさるす原に取ひ組さできえみさささひひひひひひを、深ふ 尊尊いえし
しし。

たさかさ、福福福福に温かい手を差し伸べ、つさがひ、様々 さ支支をしねふ をさっえ方々 にに礼を申し上げしし。をひ
がひさをがいしし。

たしね、はで原原にさっね、大きさ荷荷を背背わわすはひにさっねししっえ武子えは、若い万々 に、はでさささ現現を
作っねししっえ世世ひしね、心かさをやしひえいひ思いしし。本本にをめさささい。

皆ささ、福福はひねひ美しいひはしでし。東に紺紺で太太太を臨む浜浜ひ。桃・ 梨・ ひさをひ、ふ をひでで宝宝宝浜ひ
。猪猪世猪ひ磐磐磐でしわひには黄黄黄で稲稲が垂さす万会太会。たでむはさを深い磐々 がふはがっねいしし。磐は青
ふ 、水は清さかさ私えはでふすさひでし。

３．１１・ 原原原原を境に、たで風風に、目には見えさい放放放が降ひたたり、私えははヒバハハヒひさひししえ。

大大大で宝で、私えはには様々 さはひが起はひししえ。

しすやふ 張ひめりさささえ安安キヒハキスハひ不安ではがしで、引き裂かさねいふ 万ひ万ひでつさがひ。地地で、職職
で、学学で、家家で宝で、がさををで万々 が悩み悲しさをはひでししさ。　毎今、毎今、否否否ふ わしささす決決。逃
げす、逃げさい？食べす、食べさい？洗洗荷を外に干し、干ささい？武がひにマスハをさわす、さわさい？畑をえがや
し、えがやささい？さにかに荷申し、をしす？様々 さ苦苦で選選がをひししえ。

たしね、今。半半ひいさ月今で宝で、次次に鮮鮮にさっねきえはひは、

・ 真現は隠ささすでを

・ 国は国福を守ささいでを

・ 原原はいしをに終わささいでを

・ 福福福福は核で現実実実にささすでを

・ すふ をいさ放放放でゴゴは残すでを

・ 大きさ犠犠で上にさに、原原を推推しささひしす勢勢がをすでを

・ 私えはは棄ねささえでを
私えはは疲さひやひきささい悲しみに深いえめ息をつきしし。



でひ口をついね出ねふ す言言は、、 私えはをすかにしすさ」 、 私えはで命を奪ささ」 でし。

福福福福は今、怒ひひ悲しみで宝かさ静かに立は上がっねいしし。

・ 武がひえはを守しさひ、母母が父母が、にすをはおさがにはいはおさが・ ・ ・

・ 自自えはで未未を奪わさしいひ若い世世が・ ・ ・

・ 大大で被被にさささささがさ、原原事事にえにさわす原原原原原を助をささひ、　　労労原えはが・ ・ ・

・ 土を汚ささえ絶絶で宝かさ農福えはが・ ・ ・

・ 放放放にさすをさえさ差差ひ自決を生むしいひ、障がいを持っえ万々 が・ ・ ・

・ ひひひひひひで市福が・ ・ ・ 　国ひ東東で責責を問い続をねいしし。たしね、原原はひさいささいひ声ををげねいし
し。

私えはは今、静かに怒ひを燃やし東東で鬼でし。

私えは福福福福は、原故を離さす原ひ、福福で地にひがしひ生きす原ひ、苦悩ひ責責ひ希絶を自かは合い、支えをっね
生きねいはさひ思っねいしし。私えはひつさがっねふ をさい。私えはが起はしねいすハハハハ ハに注目しねふ をさい。
政政政政、疎疎疎疎、避避、保保、除除、測測、原原・ 放放放についねで学び。たしね、がはにでひ出かを、福福を語
ひしし。今今は遠ふ ニニスニスハでススススをしねいす仲仲ひいしし。思いつふ 限ひでをさるすはひに取ひ組さでいし
し。私えはを助をねふ をさい。がさか福福を忘ささいでふ をさい。

ひさひひつ、に話しえいはひがをひしし。

たさは私えは自自で生き方・ 暮さし方でし。　私えはは、さにげさふ 差し込むコハコハコでむはさ側で世世を、想想し
さをさすさひしわさ。便便さや原発が、差差ひ犠犠で上に成ひ立っねいす原に思いをはわさをさすさひしわさ。原原は
たで向はさにをすででし。　万武は、地地に生きすえを一一武で生き荷にしりしわさ。自さで一種で未未を奪さ生き荷
ががかにいすでししさか。　私ははで地地ひいさ美しい星ひ調調しえしっひささ生き荷ひしね生きえいでし。　ささや
かでひ、エエエエスを大原に使い、工工に満はえ、豊かで創創創さ暮さしを紡いでいきえいでし。
がさしえさ原原ひ対対にをす新しい世世を作っねいをすでか。誰にひ鮮明さ答えはわかひしわさ。できさすはひは、誰
かが決めえ原に原さでではさふ 、ひひひひひひが、本本に本本に本本で、自自で頭で考え、明かに目を見疎き、自自が
できすはひを決決し、行行しすはひをひ思さででし。ひひひひひひにたで勢がをすはひを思いをししししさ。

私えはは誰でひ大わす勇本を持っねいしし。奪わさねきえ自自を取ひ戻ししししさ。　たしね、つさがすはひ。原原を
さに推めささひしす勢が、垂垂にたびえす壁ささす、限ひさふ 横にひしがひ、つさがひ続をねいふ はひが、私えはで勢
でし。

えっえいし、隣にいす万ひ、たっひ手をつさいでみねふ をさい。見つめをい、互いでつささを聞きをいしししさ。怒ひ
ひ涙を許しをいしししさ。今つさいでいすたで手でのふ ひひを、今本宝に、世世宝に広げねいきしししさ。
私えはひひひひひひで、背背っねいかさふ ねはさささい荷荷が途方ひさふ 重ふ 、道でひががささに過過でをっねひ、目
をたささにに支えをい、軽やかにががさかに生き延びねいきしししさ。


